
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

システムの対応 

発行プログラムについて 
 

電子申告応援 

１月30日公開 電子申告応援 H23.２0 

Ver.H23.20 のプロダクトＩＤ/ライセンスキーが必要です。マイページでご確認をお願いします。 

 

各アプリケーション（電子申告プログラム）の更新用プログラム （連動アプリケーション） 

１月30日公開 所得税顧問 H23.1x .e1  

１月30日公開 財務応援Super 8.3x.e5 

 

システムの対応 
● 平成23年分所得税の電子申告に対応します。 

所得税システムからの出力、電子申告システムの取込に対応します。 

● 国税送付書表示方法を変更します。 

国税送付書表示について、ブラウザー（Internet Explorer）を使用せずに表示するようにします。 

※現在 Internet Explorer 9 がインストールされた環境では国税送付書が正しく表示ができませんが、本対応により、 

 全ての環境で正しい表示が行えるようになります。 

● （財務）財務諸表(XBRL2.1) 科目名出力ついて改善します。 

電子申告決算書の科目割付で、電子申告科目の「見出し科目（下の階層に別の科目がある科目）」に割り付いている科目が、

財務システムの科目名では出力されず、電子申告側の科目名で出力される点について改善します。 

電子申告のファイル出力前に、必ず財務システムで＜e-Tax 確認＞にて科目の出力名称をご確認ください。 

「電子申告応援」 

  所得税申告対応版のご案内（Ver.Ｈ23.20） 

平素、弊社製品をご愛顧いただき誠にありがとうございます。 

標記の件につきましてご案内申し上げます。 

よろしくご査収のほどお願いいたします。 

なお、当内容は、予告なく変更されることがあります。 

あらかじめご了承ください。 
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Ver.Ｈ23.10 以降 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●「財務応援」や「減価償却応援」もご使用であれば、「青色決算書」や「収支内訳書」は連動が可能です。 

  

●電子申告における第三者作成書類の添付省略ができます。（ただし領収書など書類の5年間保管が必要） 

「所得の内訳書」で入力した源泉徴収票等や医療費の明細書、の内容が第三者作成書類へ連動されます。 

すべて添付省略しない（郵送する）場合には、所得税システムで「帳票選択」の「電子申告 第三者作成書類」

のチェックをはずしてから電子申告のファイル出力（電子申告のデータ取込）を行います。 

混在する場合は、電子申告システム側で取込後に「帳票削除」や「送付書編集」で調整してください。 

●電子証明書等特別控除は、今年は4,000円になります。（納税者の署名が必要です） 

●送信は24時間受付可能（1月16日（月）～所得税の確定申告期限の3月15日（木）まで） 

 

所得税の電子申告の特徴 

電子申告する場合は、アプリケーション側(所得税等)も最新バージョンである必要が 

あります。各アプリケーション（所得税等）の保守に加入されていない方はご加入

をお勧めします。 

顧問先様への報告には、「完了報告書」と「申告済印イメージ印刷」が 

好評です。 

 

 


